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熱中症発生状況



熱中症とは

高温多湿な環境のもと、体内の水分や塩分のバラ
ンスが崩れたり、体温調節機能がうまく働かないこと
により、体内で熱がこもり筋肉痛や大量の発汗、さら
には吐き気や倦怠感などの症状が現れ、重症にな
ると意識障害などが起こります。



熱中症の症状と見分け方



熱中症の種類（４種類）

①熱失神

炎天下でじっと立っていたり、立ち上がったりしたときや、運動して汗をかいたときに
見られるのが熱失神です。皮膚血管の拡張と下肢への血液貯留により、一時的に脳への
血流が減少することで起こります。

熱失神のおもな症状は、めまいや失神などです。



熱中症の種類（４種類）

②熱けいれん

大量の汗をかいて塩分が失われている状態で、水（あるいは塩分の少ない水）を補給す
ることにより、血液中の塩分濃度がさらに低下して起こるのが熱けいれんです。

熱けいれんのおもな症状は、痛みをともなう筋肉のけいれんで、四肢の筋肉や腹筋など
に見られます。



熱中症の種類（４種類）

➂熱疲労

熱疲労は、発汗による脱水と皮膚血管の拡張が原因で、循環不全に陥った状態を指しま
す。

熱疲労のおもな症状は、脱力感・倦怠感・吐き気・頭痛です。症状が重くない場合は、

スポーツドリンクなどで速やかに水分と塩分を補給すると、通常は回復します。



熱中症の種類（４種類）

④熱射病

熱射病は、体温が40度以上になるほど過度に上昇し、脳の機能に異常が出たり、体温調節

機能が働かなくなったりする状態です。

応答が鈍く、普段と異なる言動が見られたら、熱射病の可能性があります。また、全身のけ

いれんやふらつきも、熱射病の症状の一つです。

※体温が高い状態が続くと、脳だけでなく、肝臓・腎臓・肺・心臓などの多臓器障害を併発

するおそれがあるため、注意しなければなりません。





脱水症状を見つけるポイント



熱中症の応急手当



熱中症を防ごう





兆候を感じた時には
早急に職長に報告しましょう！
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